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1　 は　 じ　 め　 に
　衣服 とい うの は長 い 人 間の歴史 を背負 っ て 現在の衣服 に到達 して い る 。 昔 か ら現在の 衣服 を
着τい たわ けで は なく， 衣服の 存在 その もの は
一つ の 歴史的 現 実の 中で 着 られ て 来た の で ，冷 ，
私達 は衣服 に と っ て 一番不幸 な時代 に 生 きて い る の で は ない か と い う危惧 に囚 われ る 。 一番不
幸 な時代 とは ど うい う こ とか と言 うと， 量的 には確か に多く捨て るほ どある が ， 衣服文化的 に
み ると，大変混乱 し貧困な時代で ある 。 何か大変忙 しい 時代の 中で ， 衣服 が歴史的 に持 っ て い
た文化が極め て 希薄 な時代 に入 っ て い て，要す る に，衣 服文化 を確立 す べ き もの が今 の 時代 に
は何 もな い の で は な い か 。 歴史的 に振 り返 っ て みると大変流動的 な期間 と して把握され，次の
新 しい 時代へ の過渡期 と して 80年代 は捉 えられ るべ きだ思 われ る 。
　こ の 秋冬の 流行 フ ァ ッ シ ョ ン の一つ と し て ， バ ロ ッ ク ・ロ コ コ 調 の フ ァ ッ シ ョ ン が ある 。 ど
こ か頽廃的な ， 一見豪華趣味的な風潮 が こ の フ ァ ッ シ ョ ン の 流行 をもた らしたの か 。 世 は正 に
20世紀の 世紀末で ある。 17世紀バ ロ ッ ク時代以降 ， 世紀末に度 々 現 われたバ ッ ス ル ・ス タイル に
つ い て，こ こ で は特 に，衣服の 循環論 として の 見地 か ら考察 し て み る 。 又 ，
’83春夏 フ ァ ッ シ ョ
ン 動向 に つ い て述 べ る 。
ll　 17世紀にお けるバ ッ ス ル ・ス タイル
　ア メ リカ大陸 を発見 して ， 広大な新大陸 を手 に入れ経済的繁栄を誇 っ た ス ペ イ ン とポ ル トガ
ル は ， 17世紀 に入 っ て 衰退 し，ス ペ イン の 統治下 にあ っ たネーデ ル ラ ン ドはオ ラ ン ダ共和国 と
して独立 した 。 オ ラ ン ダ独立 の 背後 に は ， 新旧両キ リ ス ト教の 対立 と い う宗教上 の 問題 と共 に ，
毛織物工 業によ る経済力の 優位 とい う事柄 が考えられ る 。 その ため，17世紀 前半 には ス ペ イ ン
に代 っ て オ ラ ン ダ，イギ リス が経済 力を増 して 繁栄 した 。 また フ ラ ン ス も統一国家 と し て の 実
を着 々 と築 き，ル イ 14世 が1643年王位 に つ い て か ら ， ヨ ーW ッ パ 最大の 強国 と して 他国 を圧す
るよ うに なり， 17世紀後半で ， 絶対王 制時代を飾 る よ うに なる 。 こ の よ うなこ とか らヨーロ ッ
パ 全般の 事情 は．その 内部 に近代市民的 要素が高ま り，また中世封建制度の 延長 な い し名残の
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よ うな要素も残 っ て い て矛盾 をは らんで い た 。 こ の 矛盾の うちにむ しろ17世紀ヨ
ーロ ッ パ の時
代的性格が汲取 られる 。 元来歪 んだ形 をした真珠 とい う意味の バ ロ ッ ク は ， 古典的 な静的調和
統一か ら新た な不整の動的 熱情の息吹で美の 世界 を創造原理 として い る 。 す で に ル ネ ッ サ ン ス
後期 に見 られる誇張や人工 の優位 が こ の よ うな形に進 ん だので ある 。
　女子服の シ ル エ ッ トは ， ゴ シ ッ ク時代 の よ うに 曳裾 し て ， 高 くす ん な りと荘重 な感 じ に なっ
た 。 ドレス は ガウ ン式 の ロ ーブ とス カー トか らなり， 特に ス カ
ー トには レース や金銀糸 の刺繍
の 切 り込み模様 をア ッ プ リケ した装飾 ， モ
ール や細布 をギ ャ ザー した飾 り，また ，襞取 りされ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の
た裾飾 りなど，手の 込 んだ装飾技法 が ふ んだんに 用 い られ た 。 図 ユ
・2　の U 一ブ はそ の 例で ，
ガウ ン 式の ロ ーブ の ウエ ス トに は接 ぎ目が な く，細い ベ ル トをしめ て い る 。 ボデ ィ ス に は鯨の
鬚で 作られ た一種 の コ ル セ ッ トをつ けて 体型 を整 え， ウエ ス トを細 め て い る 。 た だ ス カ
ー トは
16世紀時代の よ うな フ ァ ージ ン ゲール farthingaleを用 い ず，重ね着で や ・ 脹 らませ る程度で
あっ たが ， 80年代頃 か らはオーバ
ー ・ス カー トを後へ まとめて ， キユ ・ド ・パ リ cul 　de　Paris
（パ リの ヒ ッ プ）と呼ばれ る馬の 毛 を入れ た腰 当て の 上 に飾 っ て ，独特 なバ ッ ス ル
・ス カ ー ト
の シ ル エ ッ トをつ くっ た 。 　（図 3 ）
　　　　　　 ッ ス ル ・スタイル ＞





皿　19世紀におけるバ ッ ス ル ・ス タイル
　18世紀 ロ コ コ の 名称 は，ル イ 15世時代の 建築 に用 い られ た装飾文様 に 由来 し ， その 貝殻状の
形 が ベ ル サ イ ユ 宮殿 の 岩屋 を飾 るロ カ イユ （人 造石）に似 て い る こ と か ら名付 け られた も の で
ある917世紀バ ロ ッ ク の 服装が男の モ ー ドを中心に くり広 げられ た荘重で躍動的な美 し さ を表
現 した ス タイル で あ っ た の に対 して ， 18世紀ル イ15世 ， 16世統治下の ロ コ コ の 服装 は女性を中
心 に展開 し ， 優雅で 軽快な美 し さ を表 して い る。 ル イ 15世治下の 貴族は ， ル イ14世 の没後，
ベ
ル サ イ ユ 宮殿の格式張 っ た宮廷生活 を離れ ， パ リ市内に瀟酒な居館を構 え，その サ ロ ン で 自由
な社交生活 を楽 しんだ 。 サ ロ ン か らは重苦 しい バ ロ ッ ク装飾や左右対称的 な固苦 しい 構成 ， ま
た退屈 な直線 な どが取 り払われて ， 代 わ っ て軽や かな装飾，変化に富んだ曲線構成が 歓迎され，
格式 とか権威 を示 す性格 を失 っ て貴族 た ち が サ ロ ン 生 活 をよ り楽 し くす る為 に 必 要な設備 と洗
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練 さ れた美 し さ が求め られ た 。
　 ル イ16世の 終焉はフ ラ ン ス 革命 （1789） とい う近代史 へ の転換を期 に訪れ るが，そ の 原因は
複雑で ある 。 自由奔放な ロ コ コ 様式が ， 時 と共に官能的 に なり ， 頽廃 的 な傾向を表わ す よ うに
な っ た 18世紀 中頃か ら ， 移 り気な フ ラ ン ス 貴族 はデザ イ ン に お け る節度と品位 を持 つ ネオ ク ラ
シ シズ ム と呼ぶ古典様式 を愛好す るよ うに なっ た 。 ル ソ ーの 「自然 に 帰れ」 の ス ロ ーガ ン が ，
あまり に も人工的，装飾的な文化へ の 批判 として 叫ばれ る中で ，ポ ン ペ イの 発掘に伴 う古典趣
味，商工業 に従事す る市民の 実力向上．貴族の経済的窮迫 など複雑 に か らみ合 う胎動の 中で進
展 して い くの が こ の期 の 服装で あ る。 自然愛好の 思想は ，イギ リス 自由思想の 創始者 ジ ョ ン ロ
ッ ク （1632− 1704）の 哲学の 中にも あ っ た。 人間が 自然 の 姿 を重ん じ，情感や欲望 が人為的 な
社会環境 に よ っ て拘束 されるべ きで ない と い う考 え方で ある 。 それは ， っ ま り フ ラ ン ス の 宮廷
ス タ イ ル か らイギ リス の 市民 ス タイ ル へ の 変化で あ り，実用的 に なっ て ，単純化 して ゆ くこ と
で ある。
　 巨大 なパ ニ エ は1770年代頃 か ら，徐 々 に縮小 されは じめ，こ れ に伴 っ て ロ ーブ は しなやか な
ひ だと なっ て ， 後方で 身体 に そっ て 集 中され ， 80年代 に は急速 に後 に か らげる バ ッ ス ル ・ス タ
イル となる 。 ポ ーラ ン ドの民族服 か らア イデ アを得た こ の ロ ーブは 図 4 ・5 の ロ ーブ ・ア ・ラ ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
ポ ロ ネーズ robe 　a　la　Polonaiseとい わ れ，1776年か ら1787年ま で 約 10年間流行 した 。 ロ ーブ
は背部で 3枚の 翼に分 け られ，その 間を区切 っ て い る溝 に沿 っ た飾 り紐に よ っ て ，それ らを上
下で きるよ うに工夫 され て い る 。 例 えば，上 げると垂 れ が曲線状 に脇 に流 れ，下 げる とゆ るや
か な ドレープとなるの で ある 。 こ の軽 や か な姿態 に対応 して ，調髪の型は著 しく誇大化 され，
帆を張 っ た船の 型 ， 本物の 花を使 っ た花園 など奇想天外なもの も現 われた 。 図 6 は 1776年， ポ
ロ ネーズ の変形で ， ロ ーブ ・ア ・ラ ・シ ル カ シ ェ ン ヌ robe 　a　 la　circassienne と呼び ， 外出
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
用の ロ ーブ で ， ス カー ト丈 がよ り短 く，頭飾の 大仰 さが 目立 っ て い る 。 図 7 は1786年 ， カ ラ コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
caraco と呼ばれる上着 を着 用 して い る。もともとイギ リス か ．ら伝 わ っ たもの で ，田園ス タ イ ル
の 一つ で ある 。
〈18世紀の バ ッ スル ・ス タイル〉
図5 ポ ロ ネ ズー の 製図 （17刀 年）
図41777 年 ロ ブー ・ア ・ラ ・ポ ロ ネ ズー 図61776年ロ ーブ ・ア ・ラ ・シル カ シェ ン ヌ　　 図71786年 カラ コ
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］V　19世紀 に お け るバ ッ ス ル ・ス タ イル
　1789年 に 起 っ た フ ラ ン ス 革命は ， こ れ まで 社会 の 支配 階 級 に あ っ た貴族達 を没落 さ せ ， 新た
に ブ ル ジ ョ ア階級 が社会の 指導的地位 に進出する契機 となっ た 。 一方 イギ リス に始 ま っ た産業
革命は，す べ て の生 産分野 にお い て機械生産 方式を促 進 させ る と共 に ， 科学技術の 発達 を促す
こ と にな り， そ の結果 ， 生活や文化の 領域に お い て ， 人 間の 理性を重視す る合理主義的考 え方
が普及す るに 至 っ た 。
　そ して また長 い 間宮廷 ・貴族 ・教会 と い っ た少数の 権 力者達 によ っ て独 占されて きた芸術 や
工芸 は ， 社会の実質的 な支配階級 にな っ たブ ル ジ ョ アの手 に握 られる ように なり， 造形芸術 に
お い て作品 が宮殿の 室内 を飾 る装飾的要求が解放 され，それ 自体 の 純粋 な形式の 美 が追求 され
る傾向がみ られ る 。 一方 ， 工芸 デザイ ン の分野で は ， 実生活 に適合す る物の 機能性 と合理 的 な
構造が重視 され るように なっ た 。
　19世紀前半の ヨ ーロ ッ パ の造形意匠 は ， ギ リシ ャ ・ロ ーマ に対 する憧憬 か ら古典主義 が流行
し た 反 面 ， そ れ に 対抗 し て 中世 の ゴ シ ッ ク 美術 や 近東の 異 国情緒 に憧れ る浪漫 主義 も流行 し溢。
　19世紀後半 に な ると ， 建築や室内装飾 の分野 で は ， 主流 と なる様式が消失 し， デザ イナ ー達
は社会 の急速 な変化 に対する正 し い 認識を持 っ こ とが出来ず，単 に過去 の様式 を復活 した り，
それ らを統一もな し に折衷す る傾向 （エ ク レ クテ ィ シズ ム eclecticism ）を強 めた の で ， 様式
の混乱 はひ どい もの となうた 。 美術の 分野で は現実 を重視す る自然主義 や写実主義 が主流 を占
め，後に印象主義 とい う科学的 方法 を重視す る作風 が流行 した 。 工 業デザ イン の分野 で は，市
民 階級 の 経 済的進出 に伴 っ て生活工 芸品の 需要 が増大 し た結果 ， こ れ まで の 手工芸的生産方式
は機械生産方式 に代 わ るよ うに な っ た 。 機械製品 の 質的低下と市場 に俗悪 な工芸品 の 氾濫 した
状況に対 して ， イギリ ス の 工芸家 ウ ィ リア ム ・モ リス は市民の 為の 実用工 芸品の 質的向上 を目
指 し て デ ザイ ン の 改革運動を推進 した。 こ の 運動 は ， イギ リス だけで な く， 後 に ヨ ーロ ッ パ 大
陸に も絶大 な影響を与 え ， 世紀末に はベ ル ギーやフ ラ ン ス を中心 に ア ール ヌ ーボーとい うデザ
イ ン の 近代化 の 為の運動 が展開 され る こ と とな っ た 。 19世 紀は造形芸術 や工芸 デザ イ ン にお い
て ， 古 い 伝 統的 な様式 か ら新 し い 近代的 な様式へ の 転換す る激動の 時代で あ っ た と い え る 。
　服飾の分野 にお い て も，19世紀の服 装が，現代 に直接的 な影響 を与え ， かっ 多 くの デザイ ン
の基本 と なっ て い る。女子服 にお い て は，か っ て体験 した服装の 主様式 の ほ とん どが，19世紀
の 1世紀間 に周期 を描 い て登場す る。また ， 1846年ア メ リ カ で シ ン ガ
ー ・ミ シ ン の 発明 ， 1856
年 イギ リス の W ．H ．ペ ーキ ン に よ る塩基性染料 の 発明 s　1884年入絹糸の発 明 などが あげ られ る 。
また ア メ リ カ で は既製服産業 が急速に発達 し，パ リに洋裁店 が増加 し， ウ ォ ース など の デザ イ
ナーが活躍 し ， 1868年 に はパ リ に オー ト ・ク
ーチ ュ ール （haute − couture 高級衣裳店）組合
の結成 な ど に よ っ て ，服装 はや がて流 行産業 と して の 新分野 を開拓す るよ うに な る 。
　 19世紀末 （1870− 1890頃），行 きっ くと こ ろ まで広 が っ た感 じの ク リ ノ リ ン crinoline ス カ ー
一 52 一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　　　　　　　　　　　　 橘 ：バ ッ ス ル ・ス タ イル に お け る衣服の 循環論及 び
’83春夏 フ ァ ッ シ ョ ン 動向
トは ， シ ル エ ッ トの 変化 をバ ッ ク に求め る 。 68年ま で に ， ク リ ノ リ ン は前面 が次第 に直線的 に
なり， 70年代には裾幅が次第 に脚 に ぴ っ た りとまつ わ りつ くほ ど狭 くな っ た 。 フ ラ ン ス に再び
試練をもた らした普仏戦争 （1870− 1871）を境と し て ， ス カ
ー トは また も世紀末の バ ッ ス ル へ
と動 い て い っ た 。 我 が国洋装史の 最初の 頁 を飾 る鹿鳴館ス タ イル は ， こ の 期の バ ッ ス ル ・ス タ
イル で ある 。 18世紀の 普段着 に見 られ た ポ ロ ネーズの 形が，オ ーバ ー ・ス カ ー トを腰で後 に た
くしあげた トゥ ール ニ ュ ール （仏語 tournure ），つ ま りバ ッ ス ル bustle と共に ， 再び登場 し
　 　 　 　
て くる 。 （図 8 ）ス カー トはデザイナ ーの 才能 を発揮す る場所 とな っ た の で ，複雑 な ドレイ ピ
ン グの技巧 を用 い ，巧 妙な材 質の取 り合わせ が考案 された 。 た とえば，
’
無地 と縞 ， 色相の 明 暗
の 対比 ， 異 なっ た感覚の 組合せ な ど ， こ うした複合化 は科学の 発達 や，交通機関の 発達 に基づ
く国際性 の世相 と無関係で はない だ ろ う。 バ ッ ス ル ・ス タイル は背面 の重 み に対す るバ ラ ン ス
の 調節 を胸部 にとっ て ， 夜会服以 外 はハ イネ ッ クで ，ひ き裾の 傾向 を示すの が原則で あるが ， こ
の シ ル エ ッ トは 80年代の 中頃か ら全体 に簡素化 さ れた ス タイル の S字型時代 に連係 して い く。
それは ト ゥ ール ニ ュ ール をつ けて い るが ， 上体 に ぴ っ ち り合 っ た テ ーラー ド ・ス ーツ の流行で
　 　 　 　 　 　
あ る （図 9 ）。 こ の 頃一部の 人 にサ イク リ ン グ ， ス ケ ー ト， ゴ ル フ ， テ ニ ス ，水泳など大胆 なス
ポ ーツ が行 わ れ， 2部式の ス ポーツ服 がで きる 。 まもな くバ ッ ス ル ・ス タイル もす た れ，ペ テ
ィ コ
ー トの重 ね着が続 い たが，っ い に 1枚 に な っ て 世紀末を迎 える 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
図818ア4年ポ ロ ネ ズー風バ ッ ス ル ’ス タイル　　　　　図91893 年イギ リス 風 テ＿ラ＿ド ．ス ＿ツ
　　　　　　　　 V　 20世紀 に お け るバ ッ ス ル ・ス タイル
　乱世で ある とか，今年は経済低迷で ，灰色の 年で あ る とか い われて い る 。 俳優の 加藤嵩氏 に
よ ると，現在 は丁度 2．26事件当時 と酷似 して い る とい う。 即 ち， なん とは なし の 右傾化 ， 戦争
へ の危機感に対す る社会的緊張感と，その 反面で エ ロ ，グ ロ ， ナ ン セ ン ス が世聞で は受 けて い
る とい うの だ 。 さ らに ，海外で は貿易摩擦 ， そ して経済の 状態，戦争に っ い て の 脅威感 が ヨ ー
ロ ッ パ 各国 とも，各 々 に バ ラ バ ラ で あ り，従 っ て フ ァ ッ シ ョ ン に つ い て もパ リ に限 らず ヨ ーロ
ッ パ 全体 ， 少 なくとも EC 圏内で ， 日本で 1 つ の大きな方向 を見出すこ とがだんだん と難 し く
な っ て きて い る 。 消費者の 価値，態度 も変わ りつ つ ある 。 1981年 9 月 27日に発表 され た総理府
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の 「国民生活世論調査 」 による と，生活全般 に っ い て は 「低成長時代 なりに生活 に充実感 を持
ち ， 物質面よ り精神的 豊か さに関心 が高ま っ て い る 。
』一方 ， 住生活に は不満が 多い 。 」 とまず総
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
括 し， 今後 ， 生活の どん な面に 力を入れた らよい か に つ い て ，  住生活 27％，  レ ジ ャ ー ・余
暇 23％，  食生 活 17％と な っ て お り，住生活 と食生活 は こ こ 数年横ば い で，
「
レ ジャ ー ・余暇が








に関連 しては ，   心 44％
  物 39％ （昭和 53年に物 と心が逆転 した）とな っ て お り，総理 府で は，耐久消費財 な どはす で
に 十分 ゆ きわた り， 低成長時代 に なっ て も， 所得 に 応 じて 物質的 な満足 が得 られる ように なっ
た の で ， 心 の 余裕 とい っ た生活の 質に 国民の 関心 が向 か っ て い るの で は ない か と して い る 。 そ
の心 の 充実感の 1つ の 側 面と して は，現 時点で   家族 だん らん44％，  仕事に打ち込 む時間33
％ ，   友人や知 人 との 雑談21％ ，   趣味 ・ス ポ ーッ 22％ となっ て い る 。 即 ち， 衣 ・食 ・住 に つ
い て の 関心の 優先順位が変 わ っ て きて い る こ とが わ か る 。 それは 「住」 〈レ ジ ャ ー・余暇〉 「食」
「衣」 とな う て きて い る こ とで ある。故 に消 費者の衣料に対す る消費支出 には大変 に厳 し い も
の が あ る と い わ ぎ る をえ ない 。 そこ で ，日本流行色協会に よ る社会 ・経済 ・風俗 な ど の動 向 （表
1）を見 る と ， ’60年代高度経 済成長 時代 か ら ，
’80年代低成長 安定経済時代 まで ， 30年間 の 社会
の 変動 は非常 に激 しい 。 カ ラ ーの動向，フ ァ ッ シ ョ ン デザ イ ン の 動向，素材 の動向につ い て は




に あ る と しば しば い わ れ
る 。 図10， 図 11で は現代 フ ァ ッ シ ョ ン は，フ ォーク ロ ア （民俗服 ），エ ス ニ ッ ク （民族服 ），エ
キ ゾチ ッ ク （主 と して東洋）が ア イデ ア ・ソ ース になっ て い ると い う図で あるが ， それも間違
い ない 。 こ こ で の ソ ース は ， い わば地球を地理的 ， 風土的 に み る見方で あ る が．それ に加 え て ，
新 し く歴史的，伝統的 に み る見 方 が強 ま っ て い る 。 即 ち ， 高度経済成長期 は ， ある新 し い 物 ，
色 を市場 に投入す る と， それが急速 に消費者生活 に取 り入 れ られ て 急拡大 して伸 び て い っ た 。
こ れを 「傾向変動 」 と名付 けて い るが，現在 の よ うに低経済成長期 に なると ， そ うは い か ず繰
返 しが盛ん にな っ て くる 。 つ まり ， 傾向変動 に対 して 「循環 変動」 とい うが，その徴候 は若者
市場 に顕著 に現わ れ て い る 。 例 えば1950年 （昭和 25年）代調 フ ァ ッ シ ョ ン の復活 がそ れで あ り，
昭和 36年頃の プ レ ス リーの リーゼ ン ト・ス タ イル の 髪型 や先の 尖 っ た靴 が再 び人気を得た り ，




デ ザ イ ン で は 中世の ピエ ロ ・カ ラー （衿）， そ して 文明 ・文化 の 発祥地 ペ ル シ ャ （現
在の イ ラ ン ）も問題 と なっ て い る 。 色 もそれ に沿 っ て ，当時の 色 を復活 し ょ うとい う動 きが あ
る 。 中で もペ ル シ ャ に つ い て は，ヨーロ ッ パ の 人々 は赤 と金 を強 くイメ ージす るようで ある 。
こ れ らは歴史主義の 時代 ，伝統見直 しの 時代 と言えるが，そ こ には端正 で直線的 t
／
また構築的
な，む しろ非装飾的 な表現 の 古典 の流 れ と ， 動的 で 曲線的 ， 非構築的，装飾的 な非古典の 流れ
とが あ り，各 々 が交互 に繰 り返 して現 わ れ て い る こ とが わか る ，
　今年はそ の うち後者 が問題 と さ れ ，
“
バ ロ ッ ク
”
と い う曲線的 ， 装飾的 ス タイル様式 が フ ァ
ッ シ ョ ン の みならず，イ ン テ リ ア 用 品 に至 るまで流行 して い る 。 図 12に
’ 83春夏の フ ァ ッ シ ョ
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　　　　　　　　　　　 橘 ：バ ッ ス ル ・ス タ イル に お け る衣服の 循環 論及 び ’83春夏 フ ァ ッ シ ョ ン動向
ン デ ザ イ ン か ら， バ ッ ス ル 的デザ イン を選んで み た 。 タ イ トラ イ ン の ペ プラ ム ス ー ツ で ある が，
特に後 ペ プラ ム に プ リーツ を入 れ，立体感 を出 して い る 。 17， 18， 19世紀に見 られ た よ うな腰
当て を入 れ た バ ッ ス ル ・ス タイル は出て来 ない が，腰 にポイ ン トを持 た せ たデ ザイ ン で あ る と
言える 。 現代で は ， デザ イ ン の 多様化 か ら今年は この ス タイル の み流行す る と い うの で は な く，
い くっ か の ス タイ ル が同時 に流行 し，消費者 が T ・P ・0 によ り選択す る と い う流動的 なス タ
イル に なっ て い る 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈20世紀のバ ッスル ・スタイル 〉
　 　 　 　 　   シ ティウ ェ ァ （街着，労働 謝
図10
図121983年春の ス タイル
タ イ トラ イ ン ・ペ プ ラ厶 ス ツー
VI 考　察
　
「温故知新 」 と い う言葉が ある 。 言 うまで もな く，古きを尋 ねて 新 しきを知 る と い うこ とだ
が，その 言葉の 裏 に は ， 世の 中の 出来事は繰り返され る こ とが 多々 ある とい う見 方が ある 。 そ
こ か ら循環論 も出て 来 る の で ある が， こ の循環論 を最初 に言 い 出 した の は中国の 孔子だ と言 わ
れ て い る 。
一方 ， また生活の広 が り方か ら先 を検討す る とい う見方 もある 。 それは マ ル ク ス に
始 まると言われ て い るが，新 し くは ラ イ フ ス タ イ ル 論が それ に当 る と言え る，
　17世紀 ， 18世 紀 ， 19世紀の 世紀末 に繰返 し現 われたバ ッ ス ル ・ス タ イル ， そ して 20世紀 の 現
代 ， 多様化の 中に も17世紀バ ロ ッ ク の フ ァ ッ シ ョ ン が流行 して い る 。 その 背景 と して の 共通性
は，次の 時代 へ の 過渡期 に ある世紀末に約 100年の 繰 り返 しとして バ ッ ス ル ・ス タ イル が循環
した の で あ る 。
　数 年前 に ブ ル
ーが大変人気を呼ん だ こ とが ある。そ して また再 び こ の 秋か ら来年 に か け て 相
当の 伸展 が期 待 され て い る 。 こ の よ うに あ る色が注 目され ， 話題 を呼び ， 人 気を得て 流行 し，
やがて 飽 きられ て しま う。 それ か らある期間を置 い て 同 じ繰 り返 しが み られ る と い うこ の 事実
は否定す る こ とは出来 ない だ ろう。 しか し，も し同 じ色 が繰返 して流行線上 に浮上 して きて も ，
そ の 時々 の 色 が内包す る意味は同 じ で は ない だ ろ う。
　と こ ろで ， こ の 繰 り返 しにっ い て ， 早 くか ら興味 を持 っ た学者が い た 。 その 入 は ア メ リカ の
文化心理学者 ク ロ ーバ ーで ，ス カー ト丈の 上下す る中で その 繰 り返 し をみ よ うと した （図13）。
　ミニ ，あ る い は シ ョ
ー ト・ス カ ー トか ら始 ま り ， 徐々 に長 さを増 して ロ ン グ となり， 再 び今
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度 は短 くなっ て 元 に戻 ると い うわ けで あ る 。 こ の 周期 を歴史的 に検討 して 約35年ない し40年 と
ク ロ ーバ ーは述 べ て い る 。
　循環論 は飽 きる と い うこ とを前提 に新鮮 さを加 える こ と に ある 。 経済成長 の 時 に は上へ 上 へ
延 び ， 新 しい もの を生 み 出す が，経済が低迷す る と循環 論 が盛 ん に な り，過去 の歴史 を探 り，
服飾 史 を見直 し，昔 に戻 ろ うとす る 。 現在，経済低成長時代で あ るが ゆ え に ， 昔 に戻 ろ う， 服
飾史 を見 直そ うと い う思想 か らバ ロ ッ ク調 フ ァ ッ シ ョ ン ， ア
ール ・デ コ 調 パ タ ー ン が流行 した
の で あろ う。
　しか しなが ら， G パ ン と い う作 業着が ， 街着 と して 着 られ る現在 ， 衣服に対す る価値観が人
人の 間で 変化 して来 て い る 。 色 形体，風合の循環 を総合 して流行 を予測をた て るので あるが ，
こ の場合 ， 世 の 中が正常に動 い て い る時に 限 り ， 法則性が あり，予測 出来 る けれども，現在の
よ うに多様化 し， 価値観が変化 し，人それ ぞれ宗教観 ， 人生観 生活観 が大 きく違 うの で ， こ
れ らを一諸に して予測す る こ とは非常に 困難 に な っ て来 て い る 。 現在，予測が当らない 時代 と





’83春夏 フ ァ ッ シ ョ ン 動向
　量 か ら質へ の転 換は ， こ こ数年言 い 尽 くされて い る こ とだ が ， クオ リテ ィ ， 質の 捉 え方 が大
き く変化 して い る こ とを感 じる 。
　 「ク オ リテ ィ ・オブ ・ラ イフ 」 と い われて い た頃の ク オ リテ ィ とは ， 大方が有名 ブ ラ ン ド志
向 に基づ くもの で あ っ た の だ が ， 最近 で は 自己の
「生 き ざま」 か らの 価値観 が生 ま れ て きて お
り， ブ ラ ン ド志向 とい うよ り，ど こ の 製品で あ っ て も
「い い ものは い い 」 とい う基準 が確立 さ
れて きて い る 。 成熱社会の 中で の 消費不況 ， 20世紀文明 と産業体制の 曲 り角の 画
一的 な個性の
ない社会に お い て ， 世の 中は こ うい うパ タ
ー ン の 生 き方 に つ い て こ れ し か ない の か と い う苛立
ち が表面化 して きて お り，フ ァ ッ シ ョ ン界 も
一
つ の turning −point が 到来 して い る。 や り場の
な い 苛立 ちは，自分 自身を見 つ め直すこ と に よ る 「人間性回復」 へ と向い ， 自然 な生活 を求め
て きてい るので ある 。 「自然 な生活」 と い っ て も， Outdoor 　Life を意味す る も の で は なく．
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あくまで も
， 自分の 価値基準にあ っ た自分 なりの 自然で リ ラ ッ ク ス で きる生活 と い うこ とで あ
り， 社会生 活 を営 む上 で の ル ール に 反 しない こ とが条件 とい える 。 「自然 な生活 」 の 考 えは ，
’83春夏の フ ァ ッ シ ョ ン を考 え る 上 で の ベ ース と なり，フ ァ ッ シ ョ ン の楽 しさや遊び心 の追求は，
デ ィ テ
ール や色づ か い の 小手先の 変化 に頼 る こ とな く， その もの を身に つ けた時 に い か に精神
的満足 を与 え られ るか とい う精神性重視 の方向 に向 い て い る 。
’83春夏 シ ーズ ン は ， 新 しい 制 度
と秩序に おけ る新 しい 価値観を生 む過渡期 とな っ て い る 。 自然で 伸 びやか な生 きざまは ， セ ク
シーと い うこ とばに集約 されて ，
’83春夏の フ ァ ッ シ ョ ン を導 くベ ース にな っ て くる 。 セ ク シー
とは，媚びた女 らしさの こ とで は なく，あくまで も，
’80年代 の 女性 に ふ さ わ し い 文化的 ， 知的
要 素の 上 に 成 り立 っ て い る こ と が 条件で あ り，生 き ざま ，感性 を総体的 に捉 えて与 えられ る，
女性 へ の最 高の 賞讃で あ る と い え るだ ろ う。 セ ク シ ーさの 表現 は，女 ら しさ，楽 しさ，素朴 さ
の 言葉となっ て ，よ り範囲 を広げて い る 。
　過去 へ の ノ ス タ ル ジ ア は，ク ラ シ ッ ク な （1950年代 ハ リウ ッ ド ・ス ターや ， シ ャ ネル ， ガ ル
ポ ら）女 らし さと，ダン デ ィズ ム （1930〜40年伊達男 ）をベ ース に した新 しい セ ク シーさを生
み ， 優 しさや ソ フ ト感 は，フ ェ ミ ニ ン 感覚を新た に注 目さ せ る 。
　ジ ョ ーク ， ポ ッ プ ， カ ーニ バ ル の 陽 気さや楽 しさは ， フ ァ ッ シ ョ ン に意外性や シ ョ ッ クを与
え，さ ら に，素朴 さは，ナチ ュ ラ ル な生活観の 中で 自分 自身の 発見 の た め に余計 なもの は必要
ない と い うシ ン プ ル さ とイージーさを伴 っ て きて い る の で ある 。
　今女性た ちは，心の ゆとりを感 じさせ ながら， よ りセ クシーで あ りた い と願 っ て きて い る 。
セ ク シーさ，女 ら しさ，素朴さ，楽 しさは，
’83春夏の フ ァ ッ シ ョ ン の 方向性 となる 。
　　
’83流行 フ ァ ッ シ ョ ン の ラ イ ン
  X ライ ン ・ボ ッ ク ス ラ イ ン の 定着
  タ イ トラ イ ン の 台頭
  丈 と分量 の 新 し い バ ラ ン ス の 発見
  流動美 へ の 変化
’83春夏は，組 み合わせ の拡 が りに よ る新 しい バ ラ ン ス の シ ル エ ッ トが登場 し ， 多彩な展 開 を
見せ る シ ーズ ン に な るで あ ろ う 。
　ロ ン グ十 シ ョ ー ト，シ ョ ー ト・オ ン ・シ ョ ー トと丈の 変化や分 量 の 組み合わ せ （ビ ッ グ十 ス
リム ， ビ ッ グ十 ビ ッ グ）に注 目して い きた い 。 先 シーズ ン か らの X ラ イ ン（ウ エ ス ト ・マ ーク ）
に加 えて ，ロ ーウエ ス ト， ハ イ ウエ ス トが台頭 し ， さ ら に ， タ イ トラ イ ン の 登場 は，ウ エ ス ト
と共 に ヒ ッ プ ・ライ ン に注 目させ て い る。丸味の あ る ヒ ッ プ ・ラ イ ン は ，構築的 フ ォ ル ム か ら，
セ ク シ ーさや女 らし さを感 じさせ る流動美へ の 変化 を単的 に 現 わす もの で あ り
，
’83春夏の 大 き
なポ イ ン トとな っ て い る （図 14）。
　　 〈
’83流行色〉
　大 きな特徴 と しては ，全体 に 明 るさと，色味の強 まる方向を示 し ， パ ス テ ル ， ブ ラ イ ト ・カ
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ラーが主流 となるが，い ず れも透明感の ある さわやか な表現 となっ て い る 。 さ らに ラ イ ト
・グ
レ イ ッ シ ュ を洗 い ざらした よ うな ドラ イな色調 も登場 して き て お り，素材と同様 きれ い な用
い 方 を して い きた い もの とい え る 。
　◎ カ ラー ・ポ イ ン ト
● ペ ール ・トーン の 台頭
　透明 感の あるみずみずしい パ ス テ ル ・カ ラ ー
● サ ン ド ・シ ャ ドー
　洗 い ざら したよ うな ドラ イな感覚を白と の 組み 合わ せ で ソ フ トに 表現
● ブライ ト・カ ラーの定着
　青緑，青系 と共 に ，黄，黄緑系 に注 目したい 。 清色 系の ク リー ン な表現 で ，ア ク セ ン ト
・カ
ラー， 白 ， 黒 と の 組み合わせ と応用範囲が広 い 。
● ス トロ ン グカ ラーの 継続
．深 み の ある ス トロ ン グ ・カ ラーは ， 部分使 い ，柄の色 ， ア ク セ ン ト
・カ ラ ーと して効果的 に
　 　 　 　 　  
利用 した い 。





図15流 行 色の カ ラ 範ー囲
皿　ま　 と　 め
’83春夏フ ァ ッ シ ョ ン 動向を見て も， 新 しい 時代 へ の 過渡期 的 動 きが見 られ る 。 各 時代の 世紀
末に 見 られ た社会的 ， 経済的不安 を背景 に，フ ァ ッ シ ョ ン の 上 に も優 し さを求め なが らも新鮮
な刺激が欲 しい と い っ た矛盾， その ぶ つ か り合 い に新 しい 生活的 な機能性 を感 じるので ある 。
コ ン トラ ス トの美が現代 フ ァ ッ シ ョ ン の 全体的 なテ
ーマ に な っ て い る 。 シ ル エ ッ ト，プロ ポー
シ ョ ン ，素材 ， 色柄 の コ ン トラス ト， そして ， その つ なが りの 部分 ， そ して ミキ シ ン グ に情緒
的 な ， 遊び的 な演劇的 な要素を組み入 れ られるか ど うかで ，その服の デザイ ン の 良 さが決 ま る 。
復古調，古典 に帰れ と言 っ て も， 昔の 服がその ま
・繰 り返され るの で はなく， 新 しい もの が加
味 されて変化 を加 え，新た に ニ ュ ー ・ル ッ ク と して登場す る の で ある 。
　以上 の よ うに ， バ ッ ス ル ・ス タ イ ル は各時代 の 世紀末に ，新鮮さを加 えて見事 に循環 した の
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　　　　　　　　　　　　　　橘 ：バ ッ ス J）　・ス タイ ル に お け る衣服の循 環論 及 び
’83春夏 フ ァ ッ シ ョ ン 動向
で ある。先人 に学ぶ べ き こ とぽ多々 あ る 。 私達，フ ァ ：y シ ョ ン デザ イン を学ぶ者 に と っ て も，
社会性，経済性，そ して過去の 歴史 ををふ まえて ， よ り良 きデザイ ン を創造 して い かねばなら
ない 。
　本稿で は ， 主 と し て ，バ ッ ス ル ・ス タ イル に お け る 衣服の 循環論 に つ い て 記述 し たが ， また
機会 を得て ， 色の循環論 ， テ キ ス タイ ル デザ イ ン の循環論 につ い て も記述 した い 。
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図16 ’83春夏フ ァ ッ シ ョ ン デザ イン
バ ッ クポ イ ン トス ツー
X ラ イ ンワ ン ピ スー
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橘 ：バ ッ ス ル ・ス タイ ル に お け る衣服の 循 環論 及 び
’83春夏 フ ァ ッ シ ョ ン 動向
表 1 社会 ・経済 ・風俗 などの 動向
鵬 ・ 儒 署繰 ）・・ ・・ 噂 ・ 讎 謙 輩） 19BO隼 （昭和 55年）一現 在（1982．昭和 57年） 未　 　　 　 来
：鷺慧繊 窯・〕il響一 鷦 総撫 ，




・所得倍増政策 〔’60）・GNP 世 界策 2位 e69）　 成長 経済
●
低 虞 長 経 済 低成長安定経済　 一・一一一匿… 」
貿易の 自由化 ・消費は美徳
　　　　　　 〔つ かいすてフL ム）
●質素革命 ・大型倒産・公共物価UP

























。札幌オ リン ピック ・万国博・海洋博。ロ ッキ ドー事件 ・日中国交回復 ・パ ン ダ・ブ ムー。沖縄返還
運動
件 。企叢爆破事件 ・KDD 疑憩・公害問扈 ・環境庁発足
・祝 日振替法成立 ・週休 2 日制
・モ ス クワ才リンビッ クボイ コ ッ ト・校内暴力
。冷夏　　　　　　　　　　・家庭 内暴力・省 エ ネ




．東京 オ リ ン ピ ッ ク ・カラ TーV 本放送・新幹線開 通 ・60年安保闘 争畢。東名高遼開通 ・三億 円事件
　　 　　　　　　　　 　　・反 
　　　　　　　　　　　　・赤軍事
・イ ン ス タ ン トばやり
・だ っこちやんブ ムー ・黒の ブ ムー・ビ トールズ ．サイケデリ ッ ク・ピー ゴ ッ ク革命 ・ミニ スカ トー・ブ」ム
・衣の 文化 ・ロン グ、マキ シ ・ブ ムー
●ノ シー ズー ン 、ノ ．一セ ッ ク ス
自然 ・環境 の 再評価 一一r，
・未来 学ブ ムー ・ジ ンーズ ・ブ ムー
・レ ジャ ブー ムー 陰ス ポ ッープ ムー・ジ ョ ギ ン グ、ツ リ閣テ ニ ス ・ブ ムー
・ウ †一ク マ ン ・カ ラ オ ケ・ブ ムー・食 の 文化 9デ ィ ス カ パ ジー ャ パ ン
・SL ブ ムー
・軽薄短小 テザ イ ン ・ル ピーック キ ューブ・ブ ムー
●カ ルチ ャ ・ーブ ムー ・パ ドーウ ォ ッ チ ン グ・新刊ブ ムー ・テ レ ピゲ ムー ・テ クノ ・ブ ムー




：。高令化社会 　　：・エ レ ク トロ ニ ク ス 文化・パ ・ デ ・一ヴ ・ー 　　 国 …・・シ ンセサ イザ ミー ュ ジー ッ ク
ゆ
」’’’” 巳「’°‘
．ノ エー イ ジ、　ノ クー ラス 健 康 ・闇ら 一＿．■一．＿，‘
9 三語 ちゃ ん 〔ウ ッ ソ 、ーホ ン ト 、ーカ ワ ユ イー♪ 圏　　　　　　　幽
昌！且 軌 ♪ゴLl








：・新通信 シス テム ：セ ラミ ッ 久 たん そせ ん い 等 蘆驢暫−　．．−　　．−辱躪4革新的変化 漸進的変化
・3J （ジョギング ・ジャズ ダ ン ス のジャパ ネスク）・3N （ニ ェ オーー テ句オ、ニ ェ ビーテ「｛オ、ニ ュ ビー クール｝
　　　　　　　　　　　　　　　　（ミニパ イク）・3S ば なれ ！（スイ トーばなれ スクリ ンー ばなれ、
　　　 　　　　　　　　　 　　　シリア スぱな耡・3性 （感性、活性、無性生殖）
。3K 赤字 （国鉄、米、健 保）
表 2 ． 色　の　動　向
℃・年 代（
1960　昭和35年
1969　昭和“ 4）　・過 ・ ・　 噺 G雛 黝 1980 〔昭和55年｝〜現在 （1982．昭和57年〉 未　　 　　 来−
単色 （原色）指向 自 然 色 指 向 ク リヤ ・ーカ ラ ー ク ルー・クリヤ ・ーカラー
ス トケ トー
高明度 ・低彩度 ．
・シャ ベー ッ ト・ト ンー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ソ゜ フ イ・ア ミー ・ーカラー
・グ レ イ ッ シ ェ ・カ ラー
・　 チ 　 ラル ・カ ラー
・ナチ ュ ラル・カ ラ のー トー ン・アップ




中明度 ・高彩度 　　 マ゜ ル チ・カラ 　ー　　　　　　　　　　　　・ワ ン ポイ ン ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ニュートラル ア ケセン ト・トン・ブ リア ン





・コ ン トラス ト
．一ン
・ト ンー ・オ ン・トー ン・フ オ ・カマ イユ・コ ン トラス ト
。ト ナール




　　　　　　　 ・ブ ル のー時代
暗　 　　 　明 多色 クリヤー 藁 約化　　　　 モ デ レ トー クリヤ 　ー　 　　 ブライ トカラ がー 加わる −■．一
自然の イメ ジー 人工的イメ ジー 自然のイメ ジー
● カ ン トリ 調ー の 色
r
冒曹’．°°巳’墜゜°「
1カラ スー トー リ〒 とl







ビジネ ス ・ス ツーカ ラー
変化 ・少で定着












・ダー クからディ プー へ
●カジュァルが トー ン・ア ップ 　　　　　　　　 　　　
・ノスタ ル ジ 調ーの 色・グレ のー 再評価
匹 ］
．
・クラシ ッ ク・イメ ジーの カラ スー トー リー 再評
；歴史上の イメ ジー l
l地 図上 の イメ ジー l
l心情緒 イメ ジー　 1七鵯．■．■一．一臨F檜．」
　．・超 ス パ モー ダ ン
　　　　　 期待
二 」L一トラ ル 中心 一 多彩 ウ 穿 一ム・白・黒・灰の注目・ア スーカラ 定ー曽
ト ンー ・才 ン ・ト ンー 鼬 ・コ ン トラ ス ト配色の 方向 へ
〔日本流行色協会よ り）
一 61 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege ．




（過 去 1　 ・・鰍 （嬲 嬲翻 19 ＆0 （昭和55年1〜現在 （1982
．．昭和57年｝ 未　　　来
非構築時代 （デ コ ン トラ クテ｝ 構 築時代 （コ ン トラ ク テ1
ス リム化
・シ ン プ ル 化ビ．ッ　グ 複合化
。ス トレ トー・ライン ・パ 7 ツ　　　　・ス リム＆バル ンー








・．ロ ウー エ ス ト
。ロ ン グ＆ γ フ ト
・パ イプ ラ イ ン
・ミ 三 ・ドレ ス
・サ ッ ク・ドレ ス
。バ カ ン ス ・ル ック
・バ ル ンー ・シ ル エ ッ ト
・マ キ シ
聊パ ン ク ロ ン
・T シ ャ ツ
．ジ ンーズ・ル ッ ク　。ニ ェ ヨー クー ・ル ッ ク
薗サ ブ 7 リ・ル ッ ク　・プ 丿テ ィッシュリレ ッ ク・レ イヤ ドー・ル ッ ク
・レクタ ン ギュラ 　ー・ダウ ン ・ウエア ・ロング＆ ショ　 ト
・ア ナー＆バ ル ンー
・トラデ シ ・ ナ 励 ・ ク ｛箔 昌
” マ トラ
・カ ン トリ ・ールック
。々リ ン・ル ツ ク
・ア フ リ カ ン ・ル ック
・ペ ザ ン ト1ル ッ ク
シェープラ イ ン 追求 ワ イ ド化 ナ ロ r 化、ス．トレ トー化






，ホ ン コ ン シャ ツ ・ベ ン ケ シー ルー ック
，007ボ ン ドル ッ ク ，ニ ューポ ルードライ ン・コ ン チ ネ ン タ ル ル ッ ク
・ア イビ スー タ イ ル ・ミリタリ ルー ッ ク
・モ ズ ル ッ
．
ク ・マ オ ルー ソ ク ・カ ラ シー ャッ
曾身「ト．ルネッ ク シ ャ ツ ●ヨ ローピア ン調・テ ッ ドラビ ドス （ポ ルー ド調）
，プリオー 二 （コ ンチネン タル調）
●ノ ン ス ツー・ワ ン ポイン トシャッ
・サ フ ァリ ルー ッ．ク 。ワイ ドタイ ・ワイ ドカラー・脱 ビジネス ウエ ァ ・ジ ンー プ 定着 ・T シャ ッ
・ス リ ピーー ス ・ブラ ッ クフ ォ マー ル
覃ニユーヨ クー ス タイ ル
・レ イヤ ドール ツ ク ・プ ル ゾ ン ス タイ ル
．ラルフロ レーン（コンテ ンポ ラ ワー クラシ ッ ク）
bブリテ ッ シュル ッ ク　・．プ レ ッ ピ ルー ソク
，．クラシ ッ クル ッ ク　・トラデ ィショナルル ッ ク・カウ ン トリ 調ー　　・シ ャ ツ ル ック
・ブレザ ルー ツ ク．
・ミ ッ ク ス 化
ビ トー・フ．ア ンキ 　ー　　　　　モ ッズ ・ヒ ッ ピ 　ー　　　　　　　　　　　　　　　 パ ン．クフ ァ ．ッ シ ョ ン　　　　　　　（約10年 自ごと にサ ベ ッ ジ 感 覚 の もの が登場 ）
表 4 素材の動 向
鵬 代 （嬲 嬲翻 　 〔過 去 ）　 噂 代 囓 嬲鋤 19＆0 〔昭和 55年）一現在 〔1982 昭和 57隼） 未　　 　来




・シ ヤ ン タン ．
・ツ イ ドー
。ジー ン ズ （デ ニ ム 〕
・ギ ンガム
高品 質 ・．高級感 ．
・メ ラ ン ジュ効果








ボ ア・トリ コ ット
・ミラ ノ リプ
・シ ャ クースキ ン
・光 沢　　　　・デシ ン曾ジ ョ ゼー ッ ト・ギャ バ ジ ン
・クレ プーデ シン ・ツイ ル
・シ ャ ン プ レ ・ーサ テ ン
後加 工
幽スパ ン レ ヨー ン 。ハ ン ドクラ 7 ト・タッチ　●コ ・y トン ・
・麻混、綿 混　　・ス トレ ッ チ業材　　　 ・リネン
・コ テー ィ ン グ　。ソ フ ト＆ シ ル キー
・ボイル・ギ ャ バ・トワル加　工　糸
ソ　 フ 　 ト
．
感 ．透 明 感・マ トラ ッセ ・ベ ル ペ ッ ト
・コ ルー 天 　 9 ピケ
・サツ カ 　ー ．・ア ン ゴ ラ
・サテ ン 　　 ・フラノ
6 ポプリン ・ピエ ラ
・コ デー ュロ イ・ス エ ドー
・コ ッ トン
●ロ ンー
のモ ス リ ン
・パ チス ト
　　　　　」．・フ ァ ンシ ニー ッ ト．・タ フ タ






・テ ト ロ ン 全盛．・トリ コ ッ ト　・異 型断面糸 開拓・ス トレ ッ チフ ァプリ ック
・加工糸 つかい
・天 然風 の化合繊・霜降 り　 ・ホ綿合繊 サッ カ ー
・ニ ツ トブ ムー 　 ・ジヤ ガ ドー
・基本素材 の 再評価
・ク ラシ ッ ク素材の再 評 価．・フ ァ ンシ ツー イ ドー・ヘリ ンー ボ ンー
・ア プーホ ル ス タ リ 。ーソ フ トウ ルー
・綿デ ニ ム
・ギ ャパ 畳サ ジー ・メ ル トン ・コ デー ュロ イ・コ ．ッ トン 、リネ ン、ブリ チー ア ウ ト
・ソ フ トフ ァ ブリ ッ ク
。ラ イトフ ァ ブリ ッ ク
（日本流 行 色協会よ り｝
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